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研究成果の概要（英文）：In this study, I first delved into literature and found that the 
effectiveness of management approach (MA) has been already confirmed in the U.S., but not in Japan 
or countries where IFRS was adopted, such as the U.K., Germany, and France. Secondly, I verified, 
through international comparative study, that among the above-mentioned countries, Japan has the 
highest degree of business diversification and the greatest importance of the internal capital 
market. Thirdly, I obtained some evidence that indicates that the arbitrary segmentation in Japan 


















なっている。MA は 1990 年代後半に米国において先駆的に導入された後、利用者および研究者
等がその有効性を認めたことを受け、2000 年代後半に、IFRS（国際財務報告基準）および日本
基準により導入された。その結果、セグメント情報の会計基準は国際的コンバージェンスが完了
し、2011 年以降、MA に基づくセグメント情報が世界中において公表されるようになった。 

































(1) MA の有効性に関する国際比較研究 
米国基準、IFRS および日本基準適用企業が MA を適用し一定期間が経過しているので、MA
の有効性に関する研究が蓄積されていた。米国については 1990 年代後半に MA を導入している
ことから、その意義や課題について多くの研究論文が出版済であった。IFRS 適用国についても、
ドイツ、フランス等の EU 諸国の企業を対象とする研究を中心に出版されつつあった。このため、
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価値が小さい事業の業績をセグメント別に報告しない傾向が強いという、PC 仮説および AC 仮
説に整合する証拠を得た。次に MA 導入後の状況について調べてみたが、セグメント報告に伴










日本は IFRS の任意適用を認める一方、自国基準の日本基準を維持している。前述のとおり MA
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